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最高裁は司法の独立を守れ !

福
島
第
１
原
発
事
故
を

巡
り
、
国
の
責
任
を
否
定

し
た
最
高
裁
判
決
か
ら
２

年
を
迎
え
た
６
月
１７
日
、

「最
高
裁
は
司
法
の
独
立

を
守
れ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
て
、

「最
高
裁

包
囲
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー

ン
（人
間
の
鎖
）
」

「報
告

集
会

・
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
か
れ
た
。

「６

・
１７
最
高
裁
共
同
行

動
実
行
委
員
会
」

（伊
東

達
也
委
員
長
）
が
主
催
し

た
。

「最
高
裁
包
囲
ヒ
ュ
ー

マ
ン
チ
エ
ー
ン
」
は
東
京
都
内
の
最

高
裁
前
で
こ
の
日
正
午
か
ら
、
元
原

告
の
ほ
か
、
い
ま
も
各
地
で
訴
訟
を

続
け
る
原
告
や
支
援
者
ら
９
５
０
人

超
が
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
最
高
裁

前
で
手
を
つ
な
い
で

「原
発
事
故
は

国
の
責
任
」

「司
法
の
劣
化
を
許
さ

な
い
」

「未
来
に
誇
れ
る
判
断
を
」

の
声
を
挙
げ
た
。

実
行
委
員
会
に
は
、
原
発
事
故
被

害
者
訴
訟
の
原
告
団
体
や
原
発
問
題
、

環
境
問
題
に
取
り
組
む
１６
団
体
と
個

人
が
」
賛
同
し
て
い
る
。

こ
の
日
、

「人
間
の
鎖
」
に
先
立
つ

て
、
実
行
委
員
会
は
、
福
島
原
発
事

故
の
国
に
対
す
る
各
地
の
賠
償
訴
訟

が
上
告
さ
れ
た
場
合
に
公
正
な
審
理

を
行
う
よ
う
求
め
る
約
３
万
人
分
の

要
望
書
を
日駆
局
裁
に
提
出
し
た
。

福
島
原
発
事
故
を
巡
っ
て
は
全
国

で
約
３０
件
の
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
る
。

２
年
前
の
最
高
裁
第
２
小
法
廷
は
４

件
の
上
告
に
対
し
て
、
原
発
事
故
に

至
る
い
っ
さ
い
の
司
法
判
断
を
避
け
、

国
の
賠
償
責
任
を
否
定
す
る
不
当
な

「人
間
の
鎖
」
で
日響
同裁
を
包
囲

一
ヽ

政
治
的
判
決
を
下
し
た
。
今
年
に
入
っ

て
第
３
小
法
廷
は
、
司
法
の
独
立
を

求
め
る
ノ
ー
モ
ア
フ
ク
シ
マ
い
わ
き

市
民
訴
訟
の
上
告
に
つ
い
て
―
同
じ

く
司
法
判
断
で
は
な
く
政
治
的
判
断

一
で
上
告
を
棄
却
し
た
。

一
　

「自喜
回裁
包
囲
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
エ
ー

一
ン
」
で
は
、
福
島
原
発
事
故
の
国
の

一
責
任
を
否
定
し
た
判
決
を
正
そ
う
の

一
声
が
大
き
く
響
き
渡
っ
た
。

一　
伊
東
達
也
実
行
委
員
長
は

「本
国

一
の
共
闘
が
未
来
に
通
じ
る
希
望
と
な

一
る
。
手
を
取
り
合
っ
て
進
ん
で
い
こ

一
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

「黙
つ
ち
や

一
お
れ
ん
！
原
発
事
・故
人
権
侵
生
コ訴
訟

・

一
愛
知
岐
阜
」
の
岡
本
早
苗
原
告
団
長
、

一

「ノ
ー
モ
ア
原
発
公
生
里
巾
民
連
絡
会
」

一
代
表
世
話
人
の
寺
西
俊

一
。
一
橋
大

一
学
夕
暮
日教
授
ら
が
ス
ピ
ー
チ
。

一　
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
の
岸

一
本
啓
介
さ
ん
は

「原
発
を
つ
く
つ
て

一
き
た
の
は
電

そ
の
国
に
責
任
が
な

一
い
な
ん
て
あ
り
え
な
い
。
能
登
半
島

一
地
震
規
模
の
地
震
は
日
本
の
ど
こ
で

一
も
起
こ
り
う
る
。
日
本
で
安
全
に
動

一
か
せ
る
原
発
は
な
い
。
量
目同
裁
判
決

一
を
変
え
る
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
。　
一

一
緒
に
闘
っ
て
い
こ
ン２

と
訴
え
た
。

●
福
島
原
発
事
故
に
つ
い

て
、
国
の
責
任
を
否
定
し

た
最
高
裁
第
２
小
法
廷
の

判
決
（
２
０
２
２
年
６
月

１７
日
）
は
、
事
故
に
至
る

い
っ
さ
い
の
司
法
判
断
を
避
け
、
政

治
判
断
に
も
と
づ
く
不
当
判
決
で
あ

る
。
司
法
の
独
立
が
大
き
く
損
な
わ

れ
た
●
最
高
裁
不
当
判
決
か
ら
２
年

と
な
る
こ
の
日
に
行
わ
れ
た
司
法
の

独
立
を
守
れ
―
」
を
掲
げ
て
行
わ
れ

た

一
連
の
最
高
裁
共
同
行
動
（
一
、
二

面
参
照
）
は
、
今
後
の

「原
発
ゼ
ロ
」

運
動
の
大
道
を
切
り
開
く
も
の
と
な

っ

た
。
各
地
で
の
福
島
原
発
事
故
の
国

と
東
電
の
責
任
を
問
う
集
団
訴
訟
や

住
民
運
動
の
闘
う
方
向
を
改
め
て
照

ら
し
出
し
た
点
で
大
き
な
意
義
を
も

つ
も
の
と
な
っ
た
●
能
登
半
島
地
震

で
、
地
震

・
火
山
列
島
日
本
の
原
発

立
地
の
危
険
が
改
め
て
明
ら
か
に
な

っ

た
。
加
え
て
岸
田
自
公
政
権
の

「原

発
回
帰
」
政
策
が

「敵
基
地
攻
撃
能

力
の
向
上
」

「大
軍
拡
」

「戦
争
す

る
日
本
」
推
進
の
下
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
相
手
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
の
危
険
を
生
ん
で
い
る
●
そ
れ

だ
け
に
、
最
高
裁
共
同
行
動
で
さ
ま

ざ
ま
に
提
起
さ
れ
た
運
動
方
向
に
つ

い
て
国
民
と
広
く
共
有
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
さ

つ
そ
く
そ
の
対
話

を
始
め
よ
う
で
は
な
い
か
。

「人
間
の
鎖
」
で
最
高
裁
囲
む

０
７
月
電
気
代
　
大
手
１０
社
値
上
げ
（三
面
）

○
世
界
の
核
弾
頭
数
　
１
万
２
１
２
１
発
（四
面
）

○
国
際
賢
人
会
議

核
兵
器
禁
止
条
約
の
重
要
性
訴
え
（五
一ｕ


